
9.魚を買うとき、どのような点に注意しますか？（３つまで）［N=481］ 

 

10.魚を買うとき、どのような状態のモノを多く買いますか？［N=475］ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問別の傾向】 

魚を買う時は「鮮度」「値段」「好み」の順で重視されており、この 3点で全体の2／3を占めている。 

また、購入形態については、「1 匹のまま」「切り身・短冊」「頭と内臓を取ったもの」の順になっているが、 

これについては世代間で大きく異なる。60 歳以上では、約 40％が「1匹のまま」で多く購入しているのに対し、 

若い世代では、15％程度にとどまっているになる。反対に「切り身・短冊」での購入は、60 歳以上が 15％程度 

に対し、20～30 歳代では、30％を超えている。 

【平成 18 年度に実施した市民アンケートとの比較】 

全体的な傾向は同じであるが、「1 匹のまま」購入している割合が 5 ポイント程度減少しており、特に 40 代 

以上では、10 ポイント以上「1 匹のまま」の購入が減少している。このことは、スーパー等で加工された魚を 

購入する人が増えていると思われる。 

鮮度 384 値段, 313

好みの魚(味), 192 旬, 100

79 72 49 48

鮮度 値段 好みの魚（味） 旬
調理のしやすさ 食べやすさ 瀬戸内海・県外産 国内・外国産
大きさ・量 栄養・健康面 天然・養殖 生産者
その他

一匹のまま 145 (31%)

頭と内臓を取ったもの

83 (17%)

三枚におろしたもの 35 

(7%)

切り身・短冊（刺身に

切る前のもの） 105 

(22%)

刺身 65 (14%)

調理済みの焼き物・煮

物・揚物など 33 (7%)
その他 9 (2%)

20 歳代～30 歳代[N=107] 

 

40 歳代～50 歳代[N=152] 

 

60 歳以上[N=193] 

 


